
かなり特異な集団。被害者が増えないよう努
めなければいけないと思う。

同協会と条例の関係は承知していない。引き続
き、条例に基づき、家庭教育の支援に取り組ん
でいく。

1986年頃より統一協会の被害者救済活動に携わっている

河田英正弁護士によると、岡山県内でもこれまで100件を超

える相談を受け、被害額は1億円を超えています。

岡山県は2013年に県施設の桃太郎アリーナ（現ジップア

リーナ）を統一協会のイベントに貸し出し、その後全国霊感

商法対策弁護士連絡会より「協会の活動に県が賛同してい

るという誤解を生む」と指摘を受けました。

ところが2018年7月には再び、同協会のイベントに貸し出

しました。

また、ピースロード（主に統一協会の信者が自転車でのリ

レーで縦走し、最終的に日韓トンネルにつなぐというイベン

ト）を後援していたことが明らかになっています。

県行政に、統一協会が「反社会的集団」という認識が

ないため、今後も施設の貸し出しをおこなう可能性があ

り問題です。

統一協会と関連団体が推進している「家庭教育支援

（応援）条例」が岡山県でも今年2月議会で自民党により

可決され、制定されました。

・2018年11月、関連団体の平和大使協議会主催「家庭
を支援する条例制定に取り組もう」をテーマにした講演
に参加した波多洋治県議は自身のブログに「価値ある時
間を過ごした」と記載
・2022年4月、福島恭子県議が統一協会系の日刊紙「世
界日報」に「家庭教育応援条例制定の狙い・岡山県議会
議員に聞く」というインタビュー記事で登場
・2019年9月、統一協会会員の藤曲敬宏静岡県議が「家
庭教育支援条例を全国展開するため」と福島県議、田野
孝明県議、河本勉県議と会合（政務活動費収支報告書より）
などが明らかになっています。

氏平県議は、議員を通じて統一協会の考えが入り込ん

でいることは否定できず、この条例は廃止すべきと訴え

ました。

質問の最後に氏平県議は、行政と議員は統一協会と縁を

切るよう、訴えました。
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Q1. 統一協会について、知事の認識は︖

Q３ 統一協会と家庭教育応援条例の
関係をどのように考えているか

Q２ 県施設の貸し出しやイベント後援を
してきたが、その際の認識と今後の対応は︖

統一協会により

「家庭教育応援条例」にみる

統一協会と自民党議員の癒着

9月13日一般質問をおこなう氏平県議

氏平県議

知事

知事

教育長

土木部長

環境文化部長

全国的に統一協会（世界平和統一家庭連合）と自民党を中心とし
た政治家との癒着が明らかになるなか、岡山県でも議員や行政と
の関りが見えてきました。9月5日から9月29日まで行なわれた9月
定例議会では、氏平県議がこの問題について質問しました。

　公金の政務活動費を使い世界平和
女性連合に会費を支出したり、世界
日報を購読している岡山県議がいる
こともわかりました。
　家庭を壊し、人生をめちゃくちゃ
にされる被害者をこれ以上生まない
よう、この反社会的カルト集団とき
っぱりと決別し、自らを省みて襟を
正さなければならないのではないで
しょうか。（9月13日氏平県議一般質問より）

(イベント後援について)関連団体が関わるイ
ベントだと認識できなかった。今後もできる
限り調査し適切な判断をする。

（施設の貸し出しについて）関連団体からの申
請だった（と認識していた）が、条例に照らし
て審査した。今後も適切に判断していく。

氏平県議

氏平県議


